
紙面の都合上、質問は抜粋しています

猪川　護　　 横内博之　

下司早智子　 三浦克彦　 眞鍋利憲　 眞鍋幹雄
曽我部　清

産業建設委員会
審査概要
議案第 88 号　
令和 6 年度 四国中央市一般会計補正予算（第 5 号）

春寒の候、皆さまいかがお過ごしですか。
新しい市議会議員 7 名が加わり合計 22 名、共に力を合わ
せ四国中央市の未来づくりに奮闘させていただく運びとな
りました。

市民の皆さまが地域を担い支えてくださることに敬意を持
ちまして、私ども市議会議員が四国中央市に根ざした活動
をさせていただきます。

地域社会活性化、環境問題、食の安全安心と農林水産業、
消費者問題、女性の社会進出、福祉健康、災害への対応な
ど、私たち市議会議員と行政が切磋琢磨しながら、市民の
皆さまがより幸せを感じられる四国中央市を創り上げてま
いります。更に、誰もが相互に人格と個性を尊重し、支え
合う多様な在り方を共生社会と捉えてまいります。

このような取り組みを私たち老若男女 6 名の編集委員が、
議会だよりとして 3 か月に 1 度、クリアかつホットに、
そしてバラエティに富んだ誌面で皆さまにお届けさせてい
ただきます。
議会への理解、関心が高まることを切に願っています。

　質問
団体旅行等宿泊事業の概要について伺う。

　答弁
本事業は、他市町にはまねのできない本市の立地を活
かし、広域観光拠点として注目してもらうものである。
併せて、市内観光にも目を向けていただくため、本市
の観光振興の目玉である霧の森のイベントやサービス
を充実させていく。まずは、本市を知っていただくこ
とに重点を置いた事業である。

　質問
市単道路改良事業について、それぞれの施工場所を伺
う。

　答弁
市単道路改良事業のうち、道路拡幅工事については、
小富士小学校の北から市道小富士長津線の間の拡幅工
事である。
また、用地買収は、三島小学校正門北側の交差点改良
に係るもので、支障物件補償については、国道海岸線
の三島金子交差点付近の支障物件である。

編集後記

下司早智子

委員長
眞鍋利憲

飛鷹裕輔

田邉恵子

宮﨑 恵

宇田秀雄

委員長 副委員長

議員活動を市民の皆さまにもっと知っていた
だくために全力で頑張ります

新たな委員で誌面づくりに取り組みます。
ご意見、ご感想お寄せください

市議会が皆さまにとって身近に感じられるよ
うに努めます

「四国中央市大好き次号はいつ！」と
つぶやいてくださる誌面づくりに挑戦します

今、議会で検討・協議していることをお伝え
していきます

市民の皆さまに寄り添い、伝わりやすい内容
になるよう頑張ります



番　号 件　名 議決結果
議員提出
議案第１号 議会活性化調査特別委員会の設置について 原案可決
議員提出
議案第 2 号 社会基盤整備調査特別委員会の設置について 原案可決

選任第  3 号 議会活性化調査特別委員会及び社会基盤整備調査特別委員会委員の選任について 選　　任
6 年
陳情第 2 号 学校給食の保護者負担軽減を求める、学校給食費無償化を求める陳情 継続審査

紙面の都合上、質問は抜粋しています

総務市民委員会
審査概要

三宅繁博　 吉田善三郎　

佐藤　駿　 石津裕之　 山川和孝　 山本照男
原田泰樹　 谷　國光

議案第 88 号　

令和 6 年度 四国中央市一般会計補正予算（第 5 号）

　質問
地域医療再生基金積立金について、今後どのような扱
いになるのか伺う。

  答弁
具体的な基金の活用方法などについては、決まってい
ないのが現状で、今年度実施している地域医療再生基
本構想アドバイザリー業務の中で、他の自治体の事例
を参考にし、専門家の意見も聞きながら、活用方法な
どについて検討していきたい。

教育厚生委員会
審査概要
議案第 88 号　

令和 6 年度 四国中央市一般会計補正予算（第 5 号）

　質問
納入通知書作成等業務について、令和 6 年度から令和
10 年度までの 5 か年の債務負担行為を計上している
が、5 か年で計上する理由について伺う。

　答弁
令和 8 年度から全国一斉に新標準化システムに移行す
ることとなったため、令和 7 年度にプログラム構築な
どの準備を行い、初年度の令和 8 年度に発送、その後
2 年間は同じ業務が続くため、5 年間で計上している。

吉原　敦　 宇田秀雄　

田邉恵子　 村上智子　 宮﨑　恵　 飛鷹裕輔
川上賢孝

　質問
川之江体育館及び伊予三島運動公園体育館の空調設備
設計業務について、詳細を伺う。

　答弁
伊予三島運動公園体育館のサブアリーナや川之江体育
館のメインアリーナなど、空調設備が設置されていな
い箇所が多い。近年の気温上昇の中、直近では南海ト
ラフ地震臨時情報（巨大地震注意）の発表もあったこ
とから、防災機能の強化という観点においても空調設
備の設置について検討し、設計を行うものである。

　質問
老人福祉施設費県補助金の減額について、介護施設の
開設を予定していた事業者が今年度中の事業実施を見
送った理由を伺う。

　答弁
実施予定事業者は、医療用の病床から介護医療院への
転換を計画していたが、その検討段階で看護師が退職
したことにより、介護医療院へ配置予定であった人員
数を確保することができなくなったため、今年度の実
施を見送ったものである。

委員長

委員長

副委員長

副委員長



一般質問 二次元コードから、各議員の質問の映像を見ることができます

曽我部  清
議員

　質問
燃やさないごみ処理施設とし
て注目を集めているトンネル
コンポスト方式は、市民の懐
に直結した非常に重要な案件
である。令和 15 年の供用開
始に向けて計画が進んでいる
が、総事業費と施設建設候補
地の選定について伺う。

　答弁　　　市民部長、生活環境課長
令和 4 年度の調査の数値では、計画、調査、設計費や建設費など
の初期費用に運転管理費用など 20 年間のランニングコストを合わ
せた総事業費は、265 億 3100 万円と試算されている。
建設候補地の選定は、現在、一次及び二次評価の結果や取得費など
を踏まえ、総合的な視点から行っており、諸々の条件をクリアして、
年度内に最有力候補地を１か所選定したい。その後は、地元住民の
皆さまとの調整を始め、令和 7 年度末までに合意形成を図り、決
定したいと考えている。

トンネルコンポスト方式の進捗状況について

その他の質問
衆議院議員・市議会議員・市長選挙費用について　 市長は人選するのか差別す

るのか侮蔑するのか良心に問う　 関川ふるさと公園河川敷公衆トイレ改修計画
（更新）について　 土木事業落札業者に対し市の下請け制度を問う

令和6年12月12月定例会　議決結果一覧
番　号 件　名 議決結果

承認第   ４号 令和６年度四国中央市一般会計補正予算（第４号）の専決処分の承認を求めることについて 承　　認

議案第 87 号 四国中央市下水道条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 88 号 令和６年度四国中央市一般会計補正予算（第５号） 原案可決

議案第 89 号 令和６年度四国中央市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 90 号 令和６年度四国中央市国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 91 号 令和６年度四国中央市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 92 号 令和６年度四国中央市港湾上屋事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 93 号 令和６年度四国中央市介護予防支援事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 94 号 令和６年度四国中央市後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 95 号 令和６年度四国中央市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 96 号 令和６年度四国中央市工業用水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 97 号 愛媛県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び組合規約の変更について 原案可決

議案第 98 号 愛媛県市町総合事務組合の構成団体からの脱退に伴う財産処分について 原案可決

議案第 99 号 公の施設の指定管理者の指定について　 原案可決

議案第 100 号 四国中央市監査委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

議案第 101 号 四国中央市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 102 号 令和６年度四国中央市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

議案第 103 号 令和６年度四国中央市公共下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

選挙第     4 号 愛媛県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 指名推選



紙面の都合上、質問・答弁の一部を要約して掲載しています

石津裕之
議員

　質問
市職員が行う業務の中で、繰
り返し行う単純でルーティン
な作業の業務プロセスを自動
化 す る 技 術、RPA の 導 入 が
注 目 さ れ て い る が、RPA の
導入と併せてデジタル人材の
育成は重要である。
デジタル人材の育成と今後の
採用について伺う。

　答弁　　　副市長、政策部長、市民部長、政策推進課長
県と県内全市町で構成する県市町 DX 推進会議では、全自治体でデ
ジタル人材を共有する、高度人材シェアリング事業を実施している。
今年度は、専門官 3 人が各種課題などに対する助言や各分野の研
修を行うなど、本市の DX 推進に寄与している。
RPA の導入を始め、DX 推進は業務の効率化により職員の時間を創
出し、その時間で「人」にしかできない市民とのコミュニケーショ
ンをより丁寧に行うことが可能となり、市民サービスの向上につな
がるものである。引き続き、DX の推進及びそれに必要なデジタル
人材の育成に努めていく。

DX の取組について

三浦克彦
議員

　質問
土居高校は、本市の未来を支
える重要な役割を果たしてき
た。川之江高校、三島高校、
土居高校は、それぞれが特色
を生かして地域を担う大事な
存在であり、今後もそうあり
続けなければならない。
土居高校の存続に向けた市の
考えを伺う。

　答弁　　　副市長
市内高校への進学率は、平成 25 年度が 79.4％であったのに対し、
令和 5 年度には 65.9％にまで減少しており、市外及び県外への流
出が進んでいる。このような状況に市としても危機感を持っており、
今年度から市内の高校に在籍する生徒の下宿費用の補助を始めるな
ど、生徒数の確保に向けた取り組みを行っている。
今後も高校進学時における市外への流出を防ぎ、更には市外からの
生徒を獲得するため、近隣他市や全国の成功事例などを参考に、通
学費用に関する補助制度の導入などを検討していく。

県立土居高校の存続について

その他の質問
高齢化が進む市営住宅の居住環境について
鳥獣による農作物被害と防止対策について　 公共交通と市外地の地域交通について

議員

　質問
市民の暮らしや営業が厳しく
なっている中、できることの
一つは、国民健康保険料を値
上げしないか、引き下げるこ
とである。子育て世帯にも重
い保険料負担がのしかかって
いる今、市民の暮らしを応援
するため、財政調整基金を活
用できないか伺う。

　答弁　　　国保医療課長
国民健康保険運営方針が 3 年ぶりに改定され、「必要な支出を保険
料や国、県の交付金などで確実に賄うこと」と明記された。既に保
険料水準の統一に向けて、県及び県下 20 市町で調整が始まってお
り、市独自の一般会計の繰入れによる国民健康保険料の引き下げは、
この方針に逆行するものと考えている。
今後においても、国保の安定運営に向けて、保険料率の調整を行い、
基金確保に努めながら、特定健診を始めとする保健事業や医療費適
正化の取り組みを推進することで、医療費の抑制を図り、保険料の
減額に努めたい。

国民健康保険制度について

その他の質問
学校給食について
地域医療構想及び中核病院整備事業の一時中断について

飛鷹裕輔

その他の質問 マイナンバーカードの普及状況について　 市発足 20 周年記念事業について



一般質問 二次元コードから、各議員の質問の映像を見ることができます

佐藤  駿
議員

　質問
消滅可能性自治体に指定さ
れ、若者回復率が男性 20％、
女 性 11 ％ の 本 市 に お い て、
現状の改善は急務である。
本市での就職や生活環境、ラ
イ フ プ ラ ン に 不 安 を 抱 え、
戻ってこられない方も大勢い
る。地元での就職に向けて市
が行っている取り組みについ
て伺う。

　答弁　　　市長、副市長
就労拡大と雇用の安定を図るため、経済面や生活面で関係性の深い
新居浜市と西条市と合同で、市外や県外に転出した学生などを対象
とした合同就職説明会を平成 30 年度から松山市内で開催するなど、
多くの求職者と企業とのマッチングの機会を創出している。
令和 5 年度からは、市内の 3 高校の進学先情報を市内企業と共有
するほか、地元出身者が在学する中四国、関西方面の大学を訪問し、
学生の就職活動の傾向を調査するとともに、市内企業が出展する合
同就職説明会などの周知にも努めている。企業や大学などとの連携
をより一層深め、市内企業の認知度向上を図っていきたい。

若者が残りたいと思えるまち・残ることが可能なまちづくりについて

その他の質問
市民参加型のまちづくりについて　 市民の健康について
有害鳥獣による被害と対応について

村上智子
議員

　質問
法皇山脈と四国山地が走る本
市には、登山可能な山が約
20 座あり、近年では切山地
域の大谷山が多数のメディア
で取り上げられ、市内外から
の登山者でにぎわっている。
こうした山岳資源を生かした
観光振興への取り組みについ
て伺う。

　答弁　　　観光担当部長、観光交通課長
山岳資源を生かしたイベントとして、新宮町の塩塚高原をゴール地
点とする四国中央スカイラン、翠波高原の菜の花まつりやコスモス
祭のほか、新居浜市と合同で別子・翠波はな街道サイクリングなど
を実施している。他にもてらの・金砂湖畔広場感謝祭や湖水まつり
を開催しており、今後も観光協会とともに、金砂湖、富郷渓谷、霧
の森などの自然を感じるスポットに注目していただけるよう、情報
発信に努めていきたい。

山岳資源を生かした観光振興について

その他の質問
篠原市長から見た本市について
市民活動に対するまちづくり活動の補助金について

宇田秀雄
議員

　質問
令和 10 年度完成予定の新中
核病院整備事業が一時中断と
なったが、現在の状況や解体・
建設工事中断に対する市の受
け止めについて伺う。
関連して、公立学校共済組合
からの支援要請の有無につい
て伺う。

　答弁　　　市長、副市長、医療対策課長
本事業については、改めて検証するため一時中断しており、建設計
画自体が中止されたものではない。令和 10 年度の竣工に変更はな
いことも確認している。
公立学校共済組合からは、恒久的な運営費補助や大型医療機器の導
入補助のほか、医師確保に当たっての資金提供や関連大学への働き
掛けなど、運営に関する支援強化について要望を頂いている。本市
では、四国中央病院に限らず他の医療機関についても支援を実施し
ており、今後の支援の拡充については、他の医療機関との公平性の
観点を踏まえたうえで、地域医療全体への効果や影響などを考慮し
ながら、支援策を検討していく。

中核病院について

その他の質問 地域おこし協力隊の活動について　 全天候型遊戯施設について



紙面の都合上、質問・答弁の一部を要約して掲載しています

下司早智子
議員

　質問
市内の指定一般避難所には、
防災倉庫やダンボールベッ
ド、水などの備蓄品は配備さ
れているのか。
また、防災倉庫の中にはどの
ようなものが常備されている
のか伺う。

　答弁　　　市長、防災まちづくり推進課長
現在、市内に 85 か所ある指定一般避難所のうち、63 か所に防災倉
庫が設置されており、大規模災害に備えてハイブリッド発電機や投
光器、マンホールトイレなどが常備されている。
ダンボールベッドについては、現在、消防防災センターに 136 基、
川之江ふれあい交流センターに 20 基保有している。能登半島地震
では、軽量で湿気や汚れに強く、水を使った拭き掃除ができるプラ
スチックダンボールベッドが多く利用されていた。本市においても、
買い替え時にはプラスチック製に変更するとともに、数量の充実も
図っていきたい。

指定一般避難所の運営について

その他の質問 介護を要する在宅高齢者への支援について　 買い物弱者の支援について

宮﨑  恵
議員

　質問
本来、学校運営協議会におけ
る成功とは、学校、家庭、地
域が共に熟議することであ
る。学校の方針と地域の強み
を合致させる役割を担う地域
コーディネーターが、その力
を発揮するための研修会や学
習会についてどのようなもの
が実施されているのか伺う。

　答弁　　　教育長、教育管理部長、生涯学習課長、学校政策課長

県教育委員会主催の地域コーディネーター研修会が年 2 回、8 月と
11 月に開催されている。8 月の研修会では、島根県で活躍されて
いる講師による講演のほか、「地域学校協働活動」、「子どもの居場
所づくり」、「子育て・家庭教育支援」、「地域教育の担い手づくり」
をテーマにした分科会で、事例報告や意見交換を行った。
本市では毎年、地域コーディネーターを含む学校運営協議会委員を
対象に研修会を開催しているが、地域コーディネーター同士が意見
交換したり情報共有したりする内容ではないことから、意見交換会
などを別途開催する必要があると考えている。

地域とともにある学校づくりについて

猪川  護
議員

　質問
三豊市観光交流局では、観光
の経験を持つ者や公募によっ
て集められたメンバーにより
組織体制を刷新するなど、観
光振興に非常に戦略的に取り
組んでいる。
本市でも組織強化を図り、観
光担当部長が任命されたが、
その後の観光振興への取り組
みについて伺う。

　答弁　　　市長、経済部長、観光担当部長
観光担当部長拝任後には、観光協会における SNS の開始、協会職
員の処遇改善、霧の森交湯～館のリニューアルに向けた調整、株式
会社やまびこの今後の運営に係る指導・協議及び旅行誘致の施策検
討などに対応した。
また、新宮地域の観光振興では、霧の森との連携を強化し、市発足
20 周年と霧の森オープン 25 周年事業として、霧の森お茶まつりや
秋の収穫祭などを今まで以上に盛大に開催した。なお、昨年 8 月
にオープンしたグランピング施設についても、運営方針や PR 戦略
について連携を強化し取り組んでいる。

観光振興による地域活性化について

その他の質問
本市の財務状況と将来のリスク対策について
本市の介護問題の現状と健康寿命延伸について

その他の質問 地域の農作物を守るために



一般質問 二次元コードから、各議員の質問の映像を見ることができます

吉原  敦
議員

　質問
今回の四国中央市議会議員選
挙では、１票に満たない差で
の当落があるなど、選挙制度
への疑問が浮かんだ。
また、多くの方が立候補した
にもかかわらず、投票率が芳
しくなかった。市民が投票し
やすい環境整備を目指した取
り組みについて伺う。

　答弁　　　市長、総務部長、選挙管理委員会事務局長
今回の四国中央市議会議員選挙では、新たな取り組みとして、投票
所入場券を告示日までに有権者の手元にお届けした。これにより、
過去の選挙と比べて、期日前投票初日から多くの方が混乱すること
なくスムーズに投票を行うことができた。
また、投票率向上のために、市内の高校で期日前投票や主権者教育
を実施したほか、SNS を活用した投票の呼び掛けも行った。
しかし、これらの取り組みが大きな効果として、投票率の向上につ
ながっていない現状は真摯に受け止めている。今後は、より民意が
反映される選挙を目指し、調査研究を重ねながら投票環境の向上に
努める。

選挙制度について伺う

その他の質問
訪問介護ホームヘルパー制度について伺う
太陽の家施設整備事業について伺う

横内博之
議員

　質問
令和 9 年度の開館を目指す
キッズプレイミュージアム
は、五感をフル回転させなが
ら遊び学べる場であり、子ど
もたちはもちろん、幅広い世
代が集い文化芸術活動を行え
る拠点となる施設だと捉えて
いる。タウンコメントの件数
や内容について伺う。

　答弁　　　副市長、福祉部長、こども家庭課長
子育て環境整備基本構想の策定にあたりタウンコメントを実施した
ところ、8 人の方から 23 件のご意見を頂いた。そのうち、11 件がキッ
ズプレイミュージアム整備に関する内容であり、「全天候型の施設
でアート体験活動ができれば良い」、「0 歳から 2 歳児が遊ぶゾーン
を整備して欲しい」といった、施設の内容に関するご意見のほか、「魅
力ある施設運営を行って欲しい」といった運営に関するご意見も頂
いた。
本事業に対するニーズや関心が非常に高いことから、スピード感を
持って魅力ある施設整備に取り組んでいく。

四国中央市キッズプレイミュージアム（仮称）について

その他の質問 子どもの貧困解消に向けて　 不登校支援について　 情報発信について

田邉恵子
議員

　質問
こども家庭庁が発表した「こ
ども未来戦略」において、保
育士配置基準の一部が見直さ
れたことから、保育士人員の
補充が必要になると思われ
る。保育士確保に向けた取り
組みや保育士の負担軽減策に
ついて伺う。

　答弁　　　副市長、保育幼稚園課長
保育士確保に向けた取り組みとして、令和 5 年度から本市で保育
士として就労を希望される方を対象に、 UIJ ターン保育士支援補助
事業を実施しており、県外・県内からの転入者には最大 20 万円の
補助金を交付している。加えて、インターンシップ生の受け入れや

「えひめジョブチャレンジ U-15」などを通じて、保育士の発掘に努
めている。
保育士の負担軽減については、保育 ICT 導入による業務の効率化や
機能性シャツの導入による身体的負担の軽減に取り組んでいる。今
後も、他の自治体の事例も参考にしながら、官民連携のもと、課題
の解決に向けた取り組みを進めていく。

教育・保育現場の環境改善について

その他の質問 働く女性が子育てしやすい環境整備について　 児童発達支援について
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第4回　四国中央市議会定例会

新体制新体制になりました
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四国中央市議会では、議会基本条例に基づき、
議長または副議長に志願する者が議会運営に
係る所信表明を行っています。

今回の議長及び副議長選挙では、議長選挙に
係る所信表明を山川和孝議員と飛鷹裕輔議員
が、副議長選挙に係る所信表明を眞鍋利憲議
員が行いました。

―　就任のごあいさつ　―

市民の皆さまには、日頃より市議会の活動に

対しまして、格別なご理解とご協力を賜り、

厚くお礼申し上げます。

私どもは、去る 11月の臨時会におきまして、

議長並びに副議長に就任させていただくこと

となりました。大変身に余る光栄に存じます

とともに、その職責の重さに改めて身の引き

締まる思いであります。

これから、皆さま方のお力添えをいただきな

がら、円滑な議会運営に努め、四国中央市の

更なる発展と豊かな市民生活の実現に向け、

力を尽くしてまいる所存でございます。

どうか、皆さま方の温かいご支援並びに、ご

指導、ご鞭撻を賜りますよう心からお願い申

し上げます。

　　　　四国中央市議会
　　　　　　　議長　　山川和孝
　　　　　　　副議長　眞鍋利憲

議長・副議長を
選出選出

令和6年

第1回　四国中央市議会臨時会（11/29）

議長　　山川和孝（写真右）

副議長　眞鍋利憲（写真左）
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エリエールペーパーテクノロジー

採用応募前工場

見学随時実施中！
TEL 0896-29-5611

第７期
四国中央市議会

四国中央市議会は、令和 6年 11月 28日から新しい議員を含む 22名の議員で、新たな 4年間の任期をスター
トしました。議員一同、本市の更なる発展と市民福祉の向上を目指し、最大の努力を尽くしてまいります。	
市議会における議論と意思決定を通じ、公平で透明性の高い行政運営を推進し、市民の皆さまから信頼される
市議会を目指してまいりますので、ご指導、ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。


